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　「千葉医学雑誌に海外だよりを書いてみない
か?」と，亀井克彦先生からそのようなお話をい
ただいたのが2012年 2月初め。思い返してみれ
ば，2011年 1月末から 6月初めまでのおよそ 4か
月の米国短期派遣から一年が経とうとしていた。
「一つの研究を成し遂げる」ということはできな
かったが，自分にとっては様々な代えがたい経験
をした。研究に限らずに書けるこのような機会は
滅多にないと思い，すぐに承諾した。私の経験が
海外に乗り出す，もしくは乗り出そう，そして乗
り出そうかどうか迷っている若い研究者にとって
少しでも参考になれば幸いと思う。自分の体験記
のようになって恐縮だが，しばらくおつきあいい
ただきたい。
出発前の準備
　海外派遣前の私は，正直に言って，海外で研究
をすることにそれほどの興味を持っていなかっ
た。しかし，数か月の短い期間ではあるもののサ
ポートをいただきながら留学ができるという海外
派遣プログラムは十分に魅力的であった。早速，
今後の自分の研究に活かせる技術を持っていて，
今後の国際共同研究にもつなげられる派遣先を探
した。私が選んだのは米国ウィスコンシン州マ
ディソンにあるウィスコンシン大学マディソン校
（UW-Madison）のNancy P. Keller教授の研究室。
ちょうど所属している真菌医学研究センターに
Keller先生のところに留学していた方がいたこと
もあって話はスムーズに進み，快く受け入れの返
事をいただいた。派遣先を定めて研究計画書も提
出し，首尾よく派遣してもらえることになったの
が2010年10月のこと。
　出発日を2011年 1月末と定め，様々な準備をす
る。準備の中で印象に残っているのが，ビザ申請
である。ビザを取るために朝一番に米国大使館に
並んだり，ビザ申請時の写真では背景が白ではな
いと言われたり（その場で撮り直し）といくつか
苦労をした。ビザの申請については様々な最新の
情報がインターネットから得られるのでそちらを
参考にして欲しい。住むところも短期のリースは
少ないが，現地の情報をいただいて，なんとか自
分の滞在期間に合ったアパートを借りることがで
きた。ビザやアパートに限らないが準備は早めに
進めたほうがよい。この準備の段階から滞在先の
Keller先生やそのスタッフ，日本からマディソン
に行っている方々に非常にお世話になった。この
ように準備段階に頼れる人たちがいるのはとても
心強い。
　準備も順調に終えて，周囲の皆から（大使館の
スタッフや空港のスタッフからも）「ウィスコン
シン州は寒いよ」とさんざんおどされて，いよい
よ2011年 1月末に単身渡米となった。
寒いながらも熱かった 2月のマディソン
　無事に空港に到着し，待っていてくれたKeller
ラボの学生にとりあえずアパートに連れて行って
もらう。晴れていたせいか，到着した日のマディ
ソンは言われていたほど寒く感じなかった。到着
日は日曜日だったので，とりあえず生活できるだ
けの情報と物資を集めた。到着日に天気がよく，
生活の準備が整えられたのは後から考えれば幸運
だった（数日後には一転猛吹雪で研究室にすら出
られなかった）。
　翌日からは研究室へ。この日はウィスコンシン
らしく，寒い雪の日だった。気温は千葉とは比べ
物にならないくらい低いが，頬に当たる風には
それほどの寒さを感じなかった。もちろん防寒
準備をしっかりしていたのだが。こうしてUW-
Madisonでの生活がスタートした。
　ラボで自身のセットアップをする際に強く印象
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ン州グリーンベイを本拠地とするパッカーズが
進出しており，どのバスの行先表示にも“Go 
Packers !”と書かれていた。スーパーボウル当
日はカフェなどは軒並み早く閉店。私もルールも
何も分からないが帰ってからウィスコンシン州の
地ビール片手に試合中継を楽しんだ。スーパーボ
ウルの結果はパッカーズの勝利。勝利のすぐ後か
らアパートの窓越しに聞こえてきた歓声や爆竹の
音は深夜まで鳴り止まず，この日のマディソンは
外気温と違って熱い夜であった。
　さまざまな日本との違いに少し驚き戸惑いつつ
も，「学びながら研究をするのにとても適した環
境」であることを体感しながら楽しく毎日を過ご
して， 2月が終わる。
遠くにあって思う 3月
　一ヶ月が経ち，マディソンの環境にもだいぶ
慣れてきた。お世辞にも英語ができるとはいえ
ず，日常会話すらままならない（最初“Paper or 
plastic?”すら聞き取れなかった）こともあった
が，こと実験については早く慣れることができた。
　今考えると，この背景には二つの要因があった
と思う。一つは共同研究を前提とした海外派遣で
あり，派遣先の研究内容が自分の研究内容に強く
関連していたこと。全く新しい領域に飛び込む場
合でも十分な「予習」があればなんとかなると思
う。もう一つは基本的な実験手技・手法の経験と
知識があったこと。実験手技を学ばせてもらう時
にはプロトコールを参照しながら実験をそばで見
せてもらっていたが，スムーズに実験を行う上で
はやはり経験が生きる場面が多く，すぐに実験を
始められた要因と思う。
　そうしたいつもと変わらない日常の中に 3月11
日がやってきた。
　その日もマディソンはいつもと変わらない朝
だった。いつもと変わらず，起床して，日課と
なっているSkypeでの妻への連絡のためにPCを
立ち上げる。日本は夜10時くらい。しばらくして
モニタにあらわれた妻の顔は心なしか疲れている
ように見えた。「どうした ?何かあった ?」と聞く
私に「ニュース見ていないの ?」と答える妻。何
かニュースになるようなことがあったか，と前日
に残ったことがある。それは各自の仕事が明確に
分けられていることであった。たとえば，自分の
PCからインターネットやプリンターへの接続は専
門のスタッフが行ってくれる（日本ではなんとな
く特定の研究室スタッフが行っていることが多い
のではないだろうか ?）。たとえば，部屋の掃除や
物品の発注なども，それぞれの専門スタッフが責
任持って行い，洗い物やチップなどの滅菌を行っ
てくれる学生にはいくばくかの給金が出ていた。
また，DNAシークエンシングなどを行ってくれる
学内のコアラボがしっかりできているのもこの役
割分担の一つなのだと思う。このようなことから
研究者が研究のみに専念できる環境が整っている
ことを強く感じた。日本ではここまで役割分担が
はっきりしていることは少ないように思う。
　また， 2月から受けさせてもらった授業につい
ても強く印象に残っている。一つの授業を受けた
だけなので，この授業が一般的かどうかはわから
ないが非常に印象に残っているので紹介したい。
この授業でまず私が感じたのは授業が双方向であ
ること。授業の途中でも学生から質問がぽんぽん
出てくる。また，授業に参加している学生が 1コ
マを使って論文紹介をする，ということも行われ
ていた。これも活発に議論がされていて，一方通
行の講義とは大きく違っていた。大学内外から一
流の先生方が来て授業をしてくれるというのも私
にとってはうらやましい限りであった。最後にも
う一つ興味深かったのは授業の中でグラントの募
集が行われていたこと。実際を以下に示したい。
まず，それぞれの学生が応募して数人の講師の先
生がレビューを行う。レビューにより選ばれた数
件はプレゼンにまわされ，その後に最終的な採択
が決まる，という本格的なものであった。（最近
の大学や大学院の講義ではこのようなことも行わ
れているのかもしれないが）自分が学生だったこ
ろの日本の授業と大きく異なることを強く感じ
た。授業を受けている間に議論の訓練，論文を読
んで紹介する訓練，グラントの書き方とそれがど
のように審査されているかについて身を以て知る
ことができる，このような授業は少なくとも私は
受けたことがない。
　最後に 2月で印象に残っていることをもう一
つ。 2月初め，スーパーボウルにウィスコンシ
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春の訪れを感じる 4月
　書類の手続きなどで 3月から 4月にまたがって
一週間帰国の後，後半の 2ヶ月の海外派遣に向
かった。再び戻ってきたマディソンは一週間でだ
いぶ春らしくなっており，ウィスコンシンにも良
いシーズンが訪れようとしていた。ここでウィス
コンシン州マディソンとUW-Madisonについて
触れたい。
　ウィスコンシン州は米国中西部，五大湖の西側
に在る州である。余り知られていないが千葉県と
は姉妹州となっている（千葉ウィスコンシン協
会 : http://chiba-wisconsin.net/index.html）。派
遣前にさんざんおどされたように米国でも有数の
寒い州であり，私も－20℃を下回る日々を経験し
た。America’s Dairylandなどの愛称から分かる
とおり，酪農が盛んな州である（チーズは有名
であり，とてもおいしい）。また，19世紀前半に
ウィスコンシン州での鉛産出に従事した鉱夫や
その家族が坑道に住んだことからbadger（アナ
グマ）と呼ばれ，それが基になって現在ではThe 
Badger Stateとも呼ばれる（州のシンボルはア
ナグマでウィスコンシン大学のマスコットもアナ
グマをあしらったものである）。そのウィスコン
シン州の州都がマディソン市であり，ダウンタウ
ンはメンドータ湖とモノーナ湖の間に挟まれた地
峡にあり，その中心には州会議事堂がそびえ立っ
の記憶をひっくり返す。しかし，思い当たること
はなく，あるとすれば内閣総辞職か衆議院解散程
度であった。急いで日本のニュースを見て分かっ
たことは，日本で大きな地震があり，津波で多く
の町が飲み込まれたということだった。大きな被
害が出ていることは分かったが，被災地との連絡
も十分に取れず，また日本は夜に入ってしまった
こともあって被害の程度はつかめないようであっ
た。私ができたことと言えば，とりあえずは今後
も注意して過ごすように伝え，両親や親戚の安否
確認をお願いすること，それくらいであった。
　このような状況の中，海外にいて有り難かった
のは周囲の暖かい気持ちと情報である。研究室の
みんなも「大きな地震があったみたいだけど大丈
夫 ?」と心配をしてくれたり，マディソン在住の
日本人の皆さんが集まって義援金を募ってくれた
り，とこのような困難な状況に対して遠い日本と
共にあってくれること，みんなで克服しようとい
う気持ちも私の心を強くしてくれた。情報の点で
はインターネットやニュースのストリーミング放
送によってすぐに情報が得られるのは有り難かっ
た。
　日本の状況が気になりつつも「ここで自分がで
きることを精一杯やるしかない」と思い，仕事を
続けて 3月が過ぎていく。
写真 1　 マディソンのシンボル，ウィスコンシン州会議事堂を
モノーナ湖側より望む。2011年 2月14日撮影。
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も評価が高く，数え切れないほどの講演会やセミ
ナー，研究会が行われていた（そのうちの一度は
ノーベル賞受賞者 2名を演者に含むものであっ
た）ことがそれを示しているように思う。大学の
中で小さな発表会が頻繁に行われ，学生が気軽に
そのような会に参加・発表することができるとい
うことも先に挙げた授業とともに学生が実際に研
究や研究者とふれあい学ぶ機会になっているのか
もしれない。また，他の大学も同様かもしれな
いがUW-Madisonにも英語を母国語としない研
究者向けに英語の授業やボランティアによるone-
to-oneの tutoringが受けられる（実際に私も 4月
から 5月に週一度のペースで受けていた）ことを
記しておきたい。
　広大なキャンパスはメンドータ湖の南岸に広
がっており，冬には高台から真っ白のメンドータ
湖が見渡せるが， 4月になるとさすがに氷も溶け
て青い湖面が広がっていた。 4月の暖かくなった
空気の中，午前中にファーマーズマーケットに行
き，少しのんびりしたあとで歩いて大学へ向か
い，途中の小高い丘から右手にメンドータ湖を眺
めながらThe Microbial Science Buildingにある
Kellerラボへ，という週末を良く過ごした。
滞在最後の月
　いよいよ 5月となり，滞在も残すところ一ヶ月
ている。米国に住むとなるとやはり気になるのは
治安であろう。マディソンはこの規模の街として
は大学町であるためか非常に治安が良く，米国で
の住みやすい都市ランキングでも常に上位にあ
る。私が住んでいたのはダウンタウンに近い大学
の東側であったが滞在中に特に危険を感じること
は無かった。また，日常生活ではアパート近くで
食料品・日用品も調達できた。しかし，車を持っ
ている人に毎週のようにお世話になってしまった
ように，やはり米国は車社会であり車は必須と思
う。車があれば，すぐ近くのモールにも，もう少
し車を走らせたところにあるアウトレットモール
にもたやすく行ける。最後にマディソンでおすす
めしたいのが， 4月になって議事堂の周囲で開催
されるファーマーズマーケットである。私も滞在
中に何度も出かけ，コーヒーとパンを買って，議
事堂への階段に腰掛けて街の様子を眺めていた。
街の中に春を探したり，何も考えずぼーっとした
り，実験のことに頭をめぐらせたり，日本のこと
を思ったり……，そんなリフレッシュをする場所
となっていた。
　さて，UW-Madisonであるが，州立大学であ
るウィスコンシン大学システムの中核をなして
いる。その規模は学生数が42,595名（Fall 2010）
と非常に大きな大学であり，千葉大学の学生数
（2011年 5月11日現在 : 14,477名）と比べるといか
に大きいかが分かる。教育機関・研究機関として
写真 2　 KellerラボのあるUW-MadisonのThe Microbial Science 
Building。2011年 5月31日撮影。
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無いので米国で，と言った方がよいかもしれない
が）経験を積むことや異文化に触れることの重要
性やすばらしさがだいぶ分かった気がする。実際
に最後の一ヶ月は「もう少しこの場に滞在した
い」と思うことがしばしばあった。研究の質が高
いこともあるが，研究者が研究に専念できる環境
が整っていること，様々な研究者に触れられる機
会が多いこと……などなど，ここには書ききれな
いぐらい自分にとってこの 4ヶ月は非常に充実し
た貴重な経験となった。今となってはもっと早
く，そしてもっと長い期間を考えて，海外での経
験を積めばよかったと思っている。若い大学生や
大学院生，研究者で留学をしたいと考えている人
にはぜひチャレンジしてみて欲しい。迷っている
人や留学に対してあまり興味が無い，前向きに検
討をしていない人でも今回のプロジェクトのよう
な短期の派遣でよいので，ぜひチャレンジをして
みてその上で留学についてもう一度見直してみて
もよいのではないか，と思っている。そして（も
ちろん悪いところもあるが）留学先の良いところ
をしっかりつかんで日本に戻ってきてからの研究
そして教育に活かして欲しい。そうした留学経験
者が研究だけではなく，教育の面でも大学の質を
高めて，教育を受けた学生がさらに次の世代を高
めていく，そんなサイクルにつながっていくこと
を期待している。
　最後に，このような執筆の機会をいただきまし
た千葉大学真菌医学研究センター臨床感染症分
野・亀井克彦教授と千葉医学会に感謝いたしま
す。マディソン滞在中にお世話になったNancy P. 
Keller教授およびKellerラボの皆さん，マディソ
ン在住の日本人の皆さんに感謝します。また，震
災などで大変な中でもいろいろサポートをしてい
ただいた真菌医学研究センター臨床感染症分野の
皆さんに感謝いたします。この海外派遣は日本学
術振興会の「組織的な若手研究者等海外派遣プロ
グラム（http://www.jsps.go.jp/j-daikokai/index.
html）」の中の千葉大学医学研究院，薬学研究院，
看護学研究科そして真菌医学研究センターの合同
プロジェクト「慢性疾患の革新的包括マネジメン
ト実現へ向けた国際的医薬看研究者育成プログラ
ム」により行われました。
となっていた。研究では実験手法を学ぶと同時に
Kellerラボの仕事に参画させてもらい，さらに私
が提案した共同研究についてもスケジュール通り
に終了する目処が立っていた。
　最後に派遣先の研究内容について簡単に触れた
い。Kellerラボは真菌の一種，Aspergillus属菌の
二次代謝産物産生機構を主な研究対象として優れ
た多くの研究を発表している。Aspergillus属菌
は食品のカビ毒汚染の原因菌（例えばA. flavus）
であったり，ヒトへの病原性を示したり（例え
ばA. fumigatus）と同属の菌を扱っていても還元
される領域は農学や医学など多種の広範な領域
にまたがっている。私たちはアスペルギルス症
の慢性病態に深く関わっていると考えられるA. 
fumigatusバイオフィルムに関する研究を行って
おり，このバイオフィルム形成時の遺伝子発現解
析を行うことが大きな目的の一つであった。ま
た，私が主に対象としているA. fumigatusの遺
伝子工学的手法や分子生物学的手法を学ぶことも
目的の一つであった。これらの目的についても予
定していた部分は達することができた。このとき
の手技・手法は今の研究に活かされ，また共同研
究についても日本に帰国後，引き続き進めている
ところである。
　 5月になるとマディソンはますます出かけるに
は良い季節となっていた。前述のファーマーズ
マーケット以外にも友人のいるケンタッキー州に
足を伸ばしたり，ラボメンバーのガーデンパー
ティーに招待されたり，マディソン在住の日本人
一家のおうちにお邪魔したり，少し離れたアウト
レットモールへと買い物に出たり，と思い返すと
5月は遠くに出かけた記憶が多い。滞在最後の金
曜日，学内Dairy shopの店先でアイスクリーム
をほおばりながら，広いキャンパスの緑と建物の
煉瓦色と青い空からなる鮮やかな風景を瞼にとど
めた。
さいごに
　こうして 4ヶ月ではあったが自分にとっては充
実したUW-Madisonでの滞在を終えた。派遣前
には海外留学に対して自分の中に懐疑的な部分が
あったが，派遣を通じて海外で（米国しか経験が
